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A study of the stock price visualization based on  

market psychological approach 

 
 
 

Abstract 
 
 

Accurate prediction of stock change is one of challenging problem. In order to predict 
stock price, many researchers try to interpret stock change according to data such as 
corporate value, chart analysis, etc. These approaches can be applicable for long term 
trend of stock change. However, short term trend of stock change such as the day trade 
may not suitable. This thesis introduces a new stock chart visualization method which 
is suitable for short term stock change analysis. The short term stock change has 
influenced an investor’s minds greatly. To measure an investor's mind, we focus on the 
change of the continuous session, since the change of the continuous session can be 
represent the change of demand and supply at stock market. In order to visualize 
continuous session as investor’s minds, we apply self-organizing map for real-time 
analysis. The results are demonstrated and proposed methods can be visualized stock 
change according to change of inventor’s minds.  
Keywords: stock, minds, continuous session, self-organizing map 
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第 1 章 はじめに 

 
証券会社手数料が自由化され，従来より安い手数料で株の売買が可能になっている．これ

により，最近では一般投資家がトレードを行う環境が整った．急速に株式に対しての関心

が高まり，株主人口が増加している．この論文では，株価の予測を行うために必要なデー

タを使用者に提供することを目標としている．ところが，株価はとても予想が難しくニュ

ーラルネットワークを用いた株価予測や遺伝アルゴリズムなどを用いた研究[1]が行われて

いる．これらの研究では企業価値やチャート分析などで 5 年，10 年など大きな視野での予

測という点ではすぐれているが，その日の株価の動向にはほとんど役にはたたない．主に

本研究では短い期間で精度の高い予想に手助けとなるようなグラフを作成することを目標

としている． 

株価の変動には様々な要因が含まれるが，投資家の心理が大きく影響される．そもそも，

株価はいくら優秀な株であっても，必ずあがるものではない．投資家が株を買いたいと思

う要素がなくては，株価はあがらない．つまり，株式会社自体のデータだけでは予測は難

しい．投資家が買いたいと思う力をうまく表示できれば，株価予測に大きくつながる．本

研究ではザラ場に注目して，投資家の心理要素と関係のあるザラ場の変動についてＳＯＭ

(Self-Organizing Map)を使うことで，株価変動を視覚的に表示することができる．変換され

たマップは一目見て投資判断の材料としての情報を得られる．このように，投資に有用な

マップ作成を行うことが目的である． 

今までにはあまり有用性のなかったデイトレードだが，環境の変化で一躍注目となってき

ている．その日の株価変動を予測することでいち早く株価の変化点を見出していく． 
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1.1 デイトレードについて 

 
 
デイトレードとは株を買い，その日のうちに売る取引のことを指す．これは日に数十回

の取引を行い，細かく利益を積み重ねる売買方法である．早い時には，わずか数十秒で売

買および決済が成立する．これまでのトレード手法と比べ，即効性が高い．現在になって

注目された理由としては，売買手数料が自由化されたことで，証券会社は競うようにして

売買手数料を値下げしてきた．現在では，日や月額定額制となり，これまで個人投資家で

は不可能だったデイトレードに注目が集まるようになった． 
 デイトレードにはいくつかの利点がある．まずは，資金効率が良いことである．トレー

ドの期待値が高ければ，回数が多いほうが複利の効果がある．次に，翌日に持ち越さない

ことで，取引時間外での海外の相場変動・その株式に関する悪いニュース等に影響されず，

リスクも低く抑える事ができる．資金を数十回に分けて投資するため，必然的に分散投資

になり，リスクを限定する事ができる．経済・金融などの知識を，あまり必要とされない

ので，初心者でも入り込みやすい．そして，本研究で注目する数時間，数分後の値動きは

予想が外れにくいというというメリットがある． 
 デメリットとしては，配当金や分割などの株を所持して取引を終えないと権利を得る事

のできないものは得る事はできない． 
 今回の実験で使用したマネックス証券の手数料を下記に示す． 
 
 
 

表１ マネックス証券の手数料 

 

    約定金額 

    100 万 200 万 

成行 1050 2100 
取引毎手数料 

指値 1575 3150 

        

一日定額手数料 2625 

※2007 年 2 月現在 
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1.2 信用取引について 

 
 
株というのは，購入金額と売却金額の差額で利益が生じる．つまり，日経平均が上昇し

ている場合は，全体的にはどの株価も上昇していることが多く利益が出やすい．ところが，

株価が下がっている場合は利益が出せない事になる．そこで空売りという方法を用いる事

で，株価が下げ調子でも利益は出せる．株価が高いうちに売って低くなったところで買い

戻すという手段である．これによって株価が上がるか下がるかさえ予測できれば，利益を

出す事が可能になる． 
空売りでは，投資家が証券会社から株を借りるので，投資家と証券会社との間に信用関

係があることが条件になる．空売りは，いくつかの条件を満たす事で証券会社との契約で

使用可能となる．空売りは使えない銘柄もある． 
信用取引の主なメリットとして，株を買う場合資金の 3 倍までの株を取得できるので，

通常より大きな利益を得ることができる．そして，前述のとおり株を所持していなくても

売ることができるので，株価下落しそうな時でも利益をあげることができる．デメリット

としては，資金の 3 倍までの投資を行うので失敗した場合のリスクが大きくなる．逆日歩

や期日など細かいルールがあり，初心者にはとても扱いづらい．本研究では空売りはでき

るものとして実験を行う． 
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第 2 章 株価変動要因 

 
 株価をマップ化する上で，どの情報を表示するかが重要となる．株価はなんらかの周期

性をもっているが，将来の株価は様々な要因を経て大きく変化する．いくつか例をあげる． 
 
金利 
 金利と株価はシーソーのような関係がある．金利が下がると株価が上がり，金利が上が

ると株価が下がる傾向がある．公定歩合引き下げなどの金融緩和策がとられると，市場に

出回る通貨の量が増え，その一部が株式市場に買付資金と流入し，株価を引き上げる傾向

が強くなる． 
 
為替 
 円高傾向になれば，為替差益を狙って外国人投資家が日本株投資を増やすとともに，政

府が公定歩合を引下げたり，外国人による日本債権購入により債権価格が上昇し金利が低

下するなど，一般に株高要因になると言われている．原材料を海外から多く輸入している

電力やガス，食品，紙・パルプ産業などは，円高により仕入れコストが下がると円高メリ

ットを受けれる．しかし，一方で輸出比率が高い業種にとっては円での手取りベースが減

り，業績に深刻な影響を与えることがある．円安の場合は逆のことがいえる． 
 
政治 
 経済政策は政府が決定することになるので，どの政党が政権を握るかなどの政治動向も

株価に影響を与えることになる．景気刺激策のために道路，空港や湾岸建設等の公共投資

を柱とした財政政策など，建設関連にとってプラスと考えられる．また政治の混乱や政策

実施の遅れなどの面で株価にマイナスに働く場合もある． 
 
国際情勢 
 東京証券取引所は，ロンドン，ニューヨークと並んで世界三大市場と呼ばれている．世

界的なマーケットに占める株式市場は当然のことながら国内だけでなく国際情勢にも敏感

に反応します．かつての記録的な株価の下落は，米・ソの首脳の動向によって引き起こさ

れました．1987 年 10 月のブラックマンデーと呼ばれる大幅な値下がりはニューヨーク株

式市場の暴落が引き金となったように，外国の株式市場の動向も連鎖的に日本の株式市場

に大きく影響する． 
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天候 
 天候や自然災害なども株価に影響を与えることがある．地震などで大きな災害が起これ

ば被害にあった企業の株価にとってはマイナスだが，災害の復興需要を見込んで建設や土

木関係の株価が高くなることがある．また，天候も株価に影響を与えると言われます．こ

れは異常気象などで猛暑が続けば，ビールや清涼飲料，水着やエアコンなどの売上げが増

えることから，これらのメーカーの株価が上がることになり，反対に冷夏になれば，これ

らの株価も低迷する． 
 
先物市場 
市場内部要因として，株価指数先物取引市場が株価に大きな影響を与えることがよくあ

りまる．株価指数先物価格と株価指数を構成する現物の価格から導かれる先物の理論価格

との間に価格差が生じた場合，割高な方を売り，割安な方を買い，将来一定以上の価格差

が解消したところで反対売買を行うことによって利益を得る裁定取引にからむので，裁定

取引が大量に行われると，該当する銘柄の価格が大きく動く要因となる． 
 
企業業績 
 最も影響を与えるのは，企業の業績である．赤字経営が続いて配当も払えなければ，そ

のような会社の株をあえて買う人も少なくなり，株価も低迷するが，業績が良くなれば，

それに従って配当が増えることが期待でき，株価も上がる．売上高や利益の額などが会社

から発表されることで大きく影響をうける．業績が上向くとみれば，実際の業績を先取り

するように株価は上昇，業績が下向くとみれば一歩先に株価は下落する傾向にあり，その

点で株価は企業の将来収益を表すといえる． 
 
人気 
業績のよくない会社の株価が，業績のずっとよい会社の株価を上回ることもあります．

これは株価の動きは人気に左右される面もあるからです．ケインズの有名な美人投票論[2]

がこの事情をうまく説明しています．「株式投資は，投票者が 100 枚の写真の中から最も美

しいと思う 6 人の女性を選び，その選択が投票者全体の平均的な好みに最も近かった者に

商品が与えられるという美人投票に見たてることができよう．この場合，各投票者は自分

が最も美しいと思う美女を選ぶのではなく，他の投票者の好みに最も合うと思う美女を選

択しなければならず，しかも投票者の全てが問題を同じ観点からみている…」というわけ

です． 
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今あげた以外にも様々な要因が考えられるが，これら全てを入力データとして株価予測

を行ったとしても，現株価に限りなく近づくのは難しい．そこで，本研究では最終的にこ

れらの要因をふまえて株を売買している投資家自身が何を判断材料として取引を行ってい

るかに注目することで，新たなアプローチ法で株価の予測を行う．ここではザラ場につい

て注目していく． 
 
 
 
 
 

 

2.1 ザラ場について 

 
前述で述べたように株価をマップ化する上で，どの情報を表示するかが重要となる．株価

はなんらかの周期性をもっているが，将来の株価は様々な要因を経て大きく変化するので

予想するのは困難である．ところが翌日の株価がどう変動するのかを予測するとなると，

前日の出来事から株価変動要因と当日の株価変動要因だけにしぼられ容易になる．そこで，

本研究ではザラ場に注目する． 

ザラ場とは株式の取引が行われている間を表す．一般に東京証券取引所では取引時間が決

められている．取引時間は午前 9 時から午前 11 時までの 2 時間，そして午後 12 時半から午

後 3 時までの 2 時間半の合計 4 時間半の間だけ行われている．ザラ場中は４時間半と短い

ことに注目した．４時間半中で株価変動の要因となる事柄が起こる可能性が低く，投資家

の心理だけが大きく株価変動のウエイトを占める．そこで，それぞれザラ場中の４時間半

と，ザラ場外の１９時間半の変動についてデータを抽出する． 

 

 

ザラ場中の値動 ＝ 当日の終値 － 当日の始値        (1) 

 

ザラ場外の値動 ＝ 当日の始値 － 前日の始値        (2) 
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ザラ場中は投資家の心理が大きく影響しているに対して，ザラ場外の値動きは前日の終値

から当日の始値までの出来事による株価変動要因が大きく左右する．この２つのデータを

使うことで，その日のザラ場の傾向が予測できる可能性がある． 

 

 下記に時間軸にそっての株価の動きを示した．図をみてわかるとおり取引時間外の占め

る割合が大きい．このことより，前述した 2 点を入力データとして解析をすることで，様々

の要因それぞれを入力データとすることなく，有用な予測データに変化できる可能性があ

る．これらの 2 点をＳＯＭを用いることでデータを可視化させていく． 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 前日と当日の時系列 

 

 

 

 

 

金金利利・・為為替替・・政政治治・・国国際際情情勢勢・・天天候候  

取引時間外 

 
 
 
 

前日の値動 当日の値動 
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第 3 章 自己組織化マップ 

 

自己組織化マップ(Self-Organizing Maps, 通称SOM)はニューラルネットワークの一種であ

る. 多次元のデータを 2 次元に写像することが可能であり, 高次元空間の可視化に用いるこ

とが可能である.  

 

 

 

3.1 ＳＯＭのアルゴリズム 

 
ＳＯＭは，それぞれ n 個，m 個のユニットをもつ入力層と競合層から成るネットワークで

ある． 

図２にＳＯＭの構成を示す．入力ベクトル X=[x1,x2,…xi,…xn]としてザラ場の値動を入力す

る． 

 

 

図２ 自己組織化マップの構成 

 

 

競合層のユニット j は，入力層のユニットと結合重みベクトル Wj=[wj1,wj2,…wji,…wjn]で完

全結合している．ＳＯＭの学習は，入力ベクトル集合が与えられた際，以下の手順に従っ

て行われる． 
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Step0 重みベクトルを初期化する． 

 

Step1 入力ベクトル X と各重みベクトルのユークリッド距離を計算する．ベクトル間のユ

ークリッド距離が最も近い競合層ユニット c を次式で決定し，勝者ユニットとする． 

 

∑
=

−=
n

i
jiij

wxc
1

2)(minarg            (3) 

 

Step2 勝者ユニットおよび近傍ユニットに位置するユニットを近傍ユニットとし各ユニッ

トに対する学習係数を定める． 

 

Step3 勝者ユニットおよび近傍ユニットの重みベクトルを次式で更新する． 

 

))()(()()()1( tWXthttWtW jcjjj −+=+ α        (4) 

 

ここで，t は学習ステップを表す．Wj(t+1)と Wj(t)はそれぞれ更新後と更新前の

重みベクトルを表す．α(t)は学習ステップ t における勝者ユニットの学習係数で

ある．hcj はステップ t における近傍ユニットの学習係数であり勝者ユニットか

ら離れるに従い小さくなる． 

 

Step4 Step1~Step3 の操作を規定回数繰り返す，繰り返す過程で，学習係数α(t) と 
近傍領域 Nc(t) を小さくしていく． 
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3.2 ＳＯＭを用いた可視化 

 

ＳＯＭを用いて，実際にザラ場内とザラ場外の 2 点のデータを入力データとして可視化

を行う．実験で使用する株については株価変動の大きいライブドア(4753)の株価について調

べる．ライブドアの株価は 2004 年 6 月 1 日から 2005 年 6 月 1 日まで 248 日分のデータを

用いる．なお株式分割に関しては，分割後の価値と同等になるように修正を加える．修正

した株価の変動は図３に示す． 
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図３ 株価の変動 
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このデータを(1),(2)よりザラ場中の値動とザラ場外の値動を２次元入力ベクトルとして

マップ化 2)を行う．入力ベクトルデータをプロットした後，グリッド数 20×20 とし，学習

ステップ数 300 回で実行する．その結果を図４に示す．比較データとして，楽天(4755)とソ

フトバンク(4726)についても同様にマップ化を行う． 

 

 

 

図４ ライブドアの結果 
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図５ 楽天の結果 

 

 

 
図６ ソフトバンクの結果 
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第 4 章 データの選定 

 
 ＳＯＭを用いて視覚化を行ったが，株ごとに傾向があることを認識することはできるが

有用性に欠ける．さらに，ザラ場中は常に株価が動いていることから，リアルタイムに株

価の推定が行えるようなデータでなければ，対応が難しい．そこで，投資家がどうやって

株を選び，注文しているかを考え必要となる入力データを探す． 
 
 

4.1 板情報 

 
投資家は，株価だけで注文を出すのではなく，他の投資家がどのような注文を出してい

るかを知りえることができる．証券会社等から得ることができる板情報に注目した．板情

報を下記に示す． 

 

 

 

図７ 気配値データ 
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気配値とは売り側と買い側の希望額のことであり，注文されている価格ごとに存在する．

気配値ごとに，売り側と買い側がレジに並ぶように待っている様子が板情報で示されてい

る．気配値はつねに，投資家が少しでも良い位置で注文を行うために随時注文を出したり，

変更を行っている．売りと買いの動向が激しく，投資家がザラ場中に最も影響を受けるこ

とになる．株の取引は，買いと売りが同じ気配値で注文をされたときに，初めて約定し取

引されたことになる．その取引された数値が株価であり，板情報をみればわかるが株価は

容易に変化することになる．これらの注文データごとに注目することで，問題点であった

リアルタイムで変化する入力データを得ることができ，さらに投資家が唯一といっていい

ほどの情報であることから心理的要素が如実に現れると考えられる． 

そこで，証券会社などから容易に入手できる気配値データを取得する．基本的には口座

を開けば無料で使用できるものが多い．投資家はこれらのデータを元に，他人より有利な

注文をしようと競っている．これによりザラ場内の動きは把握できると思われる． 

ザラ場外の値動に関しては，始値もしくは 10 分以内には全て網羅された株価になってし

まうので，今回は考えないものとする．ザラ場内の値動だけに注目することで，より詳細

な動きに対してマップ化を行える．ザラ場中に投資家からの注文を随時表示していき．こ

のデータを基に，リアルタイムでの株価予測を表示することができる． 

 
 

4.2 デイトレードに向いた銘柄 

 
リアルタイムデータを用いて，デイトレードを行っても取得する銘柄がデイトレードに

向かなければ，その日のうちに株を売買できずにリスクが増してしまう．したがって，ど

の銘柄で実験するかによって結果が変わってくる．もし，一日中その銘柄の株価がまった

く変化を起こさなければそれこそ困ってしまう．ベストとしては一日の中で最安値と最高

値が大きいほど，デイトレードにおける利益は大きく本研究では好ましい．つまり翌日に

最安値と最高値の差が大きくなると思われる銘柄を予めそれまでのデータを基にして選定

しておかなければならない．特別な場合を除いて，基本的に値動きする幅は毎日だいたい

同じであることから，前日のデータに注目することで，翌日の値動き幅が予想できると思

われる．最高値と最安値の差額を終値で割ることで，株価に対してどのぐらい変化したの

かを調べてみる． 
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図８ 前日と当日の時系列 
 
 
 図のような関係となった．相関係数は 0.4292 となり，ある程度の関係性があり，上位は

当日も比較的大きな値動きをしている． 
 
次に，重要なのは出来高である．出来高とはその株が売買された株数の事を指し，どれ

だけ活発に取引されているかの指標にもなる．出来高が少ない株は，デイトレードにはま

ったく向いていない．これは，せっかく株を買ったものの，1 時間たっても売る相手が現れ

ないような株ではデイトレードする以前に取引時間が終わってしまう．投資家から注目を

浴びて，頻繁に売買が行われ，次々と新たな買い手が現れるような状況こそはじめて，成

立するからである．また，出来高が少ないと，株価予測する材料が少なく，とても扱いづ

らいからである．そういった意味でも，デイトレードには重要なパラメータである出来高

が低いのは除外する． 
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 デイトレードでは，突然生じる流れに乗ると利益がでやすい．株というのは多くの投資

家がその動向を気にかけているほうが値動きも激しく幅も大きい．ここでは，値上がり率，

値下がり率ランキングなどに注目することで上下動が大きい株を探す．これは，デイトレ

ーダーは銘柄を転々としながら，変化が大きいところに集まるのでその波にのることで，

利益を得やすい． 
 これらの点を踏まえて，リアルタイムで板情報の気配値をそれぞれマップ化していく． 
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第 5 章 板情報の抽出方法 

 
 
板情報から売り・買い気配を取得する際に，東京証券取引所からデータを取得すると，

気配値は有料情報である．そのために，証券会社に口座を開くことで，Internet Explorer で

の無料閲覧ができるのでそれを利用する．データ取得方法は，他の証券会社でも対応でき

るように Windows 上の画像データをまず取得して，そこから必要な部分を抽出することで，

データを 1 個ずつ格納していくプログラムを作成する．この方法ならば，例え他社の画像

でも，十分汎用性がある． 

 

 

 
 

5.1 テンプレートマッチングのアルゴリズム 

 
 
テンプレートマッチングは，事前に登録されている M×N 画素のテンプレート画像 T(i,j)

を探索対象画像 W(i,j)内で画素単位に逐次移動させ，探索対象画像内におけるテンプレート

画像と類似した部分画像を発見する手法である．探索画像 W(i,j)を L×L 画素，テンプレー

ト画像 T(i,j)を M×N 画素とし，両者の間の相関度 R(x,y)を探索空間内にて次式で計算する．

ただし，W , T はともにそれぞれの画像の平均値である．正規化相関係数 R は 2 つのパタ

ーンの相関が高ければ 1.0 に近づき，低ければ-1.0 に近づく． 
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図９ 探索画像 

 

 

 

 
 

図１０ テンプレート 
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5.2 テンプレートマッチング用いたリアルタイム可視化 

 

板情報をテンプレートマッチングを用いてデータを抽出していく．Windows 上で，Print 

Screen によって画像データを抽出する．その画像データを下記図に示す．この画像を元に，

必要な部分の画像データを取得する．あらかじめ必要となるデータの見本を探索画像とし

て作成する．その見本データを元にマッチングを行うことで，必要なデータをすべて取得

し格納する．見本データを図１２に示す． 

 

 

 

図１１ Window 上の画像 

 

 

 

 

 

図１２ 見本データ 
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ここでは，処理速度をあげるために RGB のうち G 緑成分のみでテンプレートマッチング

を行う．上記に示した見本データの「１」と入力画像をマッチングさせた場合の結果を図

８に示す．入力画像の「１」の部分だけ大きく反応していることがわかる． 

 

 

図１３ 入力画像 

 

 

図１４ 「１」のマッチング結果 
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この方法で必要となるデータを抜き出す．各フォントごとに見本となる基準画像をあら

かじめ用意することで，どのようなパターンの文字にも対応が可能である． 

マッチング結果より，その座標データを取得する．取得した全データの全座標から，数

値データとして格納する．この行程をリアルタイムで変化する画像に対して，連続して行

うことでリアルタイムデータを取得する．プログラムの流れは図１５に示す． 

 

 

 
図１５ プログラムの流れ 

 

 

 

マネックス証券のマーケットボードプロの画像をリアルタイム入力画像として，

MATLAB7.0.4 上でこのプログラムを実行する． 

 

CPU  : Intel Pentium4 3.0GHz 

メモリ  : 1024MB RAM 

ディスプレイ : 17 インチ[1280*1024] 

使用ソフト : MATLAB 7.0.4 

 

画像データを入力後，現在の株価表示まで 0.7 秒程度で表示することができた．これによ

ってほぼリアルタイムにデータの表示ができた．この実行途中の株価の様子を図１６に示

す．そのときの気配値の様子を図１７に示す． 
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図１６ 株価の様子 
 

 

 
図１７ 株価の様子 
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 これらのデータを用いて，需要と供給の関係から株価予測値をリアルタイムで表示する

ことができる．売り板と買い板について注目して，気配値ごとに重みをつけて需要と供給

の力関係を求め，株価推定値として図に表示した． この抽出方法では 

 

①売り気配 

②買い気配 

③日経平均 

④出来高 

 

を同時に抽出することに成功した． 

 

 

 

 
図１８ リアルタイムによる株価推測値の可視化 
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第 6 章 考察 

6.1 ＳＯＭを用いた可視化について 

 
[投資家の視点] 
ライブドア 
 500 円程度から投資できる事もあり，株価に安定感がなく，短期トレードが主流で株価が

上がった段階で利益確定のために売られる． 
楽天・ソフトバンク 
 最低でも 10 万～50 万円以上からの投資となる． 
 株価に安定感はあり，長期トレードが主流で株価が安くなると，割安感から買いが入る

ので大きく下げない． 
 
始値が高く始まると，それ以上値が上がることが少なく値を下げることが多く，始値が

低く始まると値の動きは上がるか下がるかはほぼ均等であることがわかる．これは心理的

に値が高い時はさらに買い進める人が少ないので値段が上昇しづらいからだと思われる．

逆に始値を下げて始まった場合，さらに下がるのを恐れて株を売られ続ける場合と，割安

感で買い進める場合があるため，上下両方の可能性が出ていると思われる．株ごとの傾向

はあるものの有用的ではない．分散も大きく，長期的に見れば参考になるが一日の変化に

対応しきれていない．入力データが 2 次元ではＳＯＭを生かしきれてないと思われる．よ

って，銘柄ごとの特性やその日の値動きに癖があるのは視覚化されたことによりわかるが，

このグラフを見ることによってその日の株価がつねに動くことからザラ場中に常に動く株

価に対して何の有用性もなく，デイトレードとしては扱えない． 
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6.2 テンプレートマッチング用いたリアルタイム可視化について 

 
通常では，画像処理では速度的に問題があるが，テンプレートマッチングによってかな

りの速度で処理が可能であったので，リアルタイムに表示することができた．リアルタイ

ムで需要と供給の変化が目にできることで，その株が買われる傾向にあるのか売られる傾

向があるのかが，一目でわかる．実際に，売り板と買い板にそれぞれ重みをつけたものを

表示することで，株価推定値をリアルタイムに算出することができた．これにより，株価

初心者でも株価がどう動くかを容易に予想ができる．本論文で目標していた可視化は実現

されたと思われる． 
 
 
 

6.3 可視化されたグラフの有用性 

 
株価は似たような動きをしていても，売り気配と買い気配から予測株価を計算すると，

全く違う場面が多い．これによって株価だけでは見えなかった株価上昇・株価下降の変化

を見極める事ができる．特に成行注文が出たときは，株価は大きく反応してしまうことが

多く，株価だけを予想に用いた場合，ひとつの注文で大きく影響されてしまうが，需要と

供給のバランスを表示することで，どのぐらい買う気配・売り気配があるのかを把握する

ことができる． 
 
日経平均を用いた場合 

日経平均は投資家が心理的に影響されるひとつと思われる．そのために板情報と同様に

取得してみたが，実際可視化してみるとほとんど変化が小さく扱いづらい．ほとんどが売

り気配と買い気配の影響が大きいので，基本的には使えない．しかし，日経平均に影響さ

れる日も存在した．この理由としては，投資家は特に売り気配・買い気配に動きがなくな

ると，株価動向の材料となるものを探しだそうとする．そこで，主に日経平均が注目され

ると思われる．売り気配と買い気配に動きがないときに限っては，十分株価予測としての

パラメータとして役立つと思われる． 
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出来高を用いた場合 
 出来高を用いた場合については，出来高というのはその株がどれぐらい売買されたか調

べるためのもので，株価予測そのものには扱えない．ところが，株価が大きく動くときは

必ず比例して出来高が格段に増える．これは多くの投資家が，株価の変動を随時見て回り，

変化が大きいとその株に注目するからである．つまり，株価予測に扱えないが出来高を監

視することで，その株が大きく株価変動をするというタイミングを見つけるパラメータと

して扱える． 
 
 
 
 
 
 
 

6.4 今後の課題と発展 

 

見せ板について 
 板を使って研究する中で，大きくノイズとなる見せ板がある．見せ板とは，他の投資家

を惑わせるために．約定する意志がない注文を出す事である．証券取引所からは禁止され

ているが，実際には明らかに見せ板と思われる板が出てくるのが現実である． 
 これによって，買い気配側に突然大きな上昇志向が生じることで，需要供給のバランス

がくずれることで，予想が大きく狂ってしまうことが多い．見せ板を除外するのは難しく

投資家が困惑し，株価を予想するのが難しくなってしまう場合があり修正が必要である． 
 
板情報以外の判断材料の考慮 
 今回の実験では，投資家がリアルタイムで影響を受けるパラメータを重視して実験を行

ってきたが，まれに株価が大きく急上昇や急転落することがある．これは，投資家がチャ

ート図を用いて株の売買を行う事がある．主流なのが，5 本移動平均線，25 本移動平均線

などといったメジャーなチャート分析指標の影響と思われる．需要と供給だけでなく，投

資家が使用し参考としている可能性が高い材料について検討することで，より利益のあが

る売買ポイントの提示ができると思われる． 
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株価売買の自動化 

 予測はある程度使える事が示されているので，今後は投資家が実際どういう志向で株を

売買しているかを考えることで，自動で売買できるシステム化が可能だと思われう． 

① 上下の動きが激しい株を探す 
② 流れが強くなったところにのる 
③ 勢いがとまりそうならできるだけ早く株の処理をする 
④ 株を処理するタイミングを常に考える 
これらの点に注目することで，自動化の可能性はあると思われる． 
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第 7 章 むすび 

 
 本研究では，株を買うか売るかの最後の判断は投資家が行うことに注目することで，投

資家がザラ場中にどのような情報をもとしているかという点から，需要と供給であるザラ

場中の気配値に注目することで，株価予測値を割り出した．これは需要と供給のバランス

から算出していることにより，かなりの精度で株価予測をできた．これはリアルタイムで

株価予測を可視化できたことにより，投資家が常に株価や板情報を監視する必要がなくな

るので投資家の仕事はかなり減らすことができる．よって，本研究の目的であった投資家

の心理を可視化するというのは実現された． 
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付録   

 

プログラムは添付 CD に収録 


